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＜考察＞

　今回の研修では、認知症高齢者との関わりについてという事で、認知症の理解とケアについ

て学びました。認知症とは？から始まり、症状、ケアについて詳しく学ばせて頂きました。特

に、興味があった「パーソン・センタード・ケア」については、そのひとを中心においたケア

という事を学びました。認知症で悩む人の姿は、性格や、生活環境、健康状態、脳の損傷、社

会意識など、これらの組み合わせで、良い状態になったり、悪い状態になってしまうという事、

また、その人らしさを引き出す事によって、徘徊や、妄想、帰宅願望の訴えが減るという事を

学びました。これらの行動に意味があり、徘徊に関しても、ただの散歩ではなく、対策として、

一緒に歩いたり、行事等の機会をつくったり、帰宅願望も、その場で解決しようとせず、昔話

や、信頼関係、納得して頂く事が必要だと学びました。南山苑でも、その人らしさを引き出す

為に、その人は昔何をしてきたのか、何で家に帰りたいのか、家ではどのように過ごしていた

のか等、全員でカンファレンスが出来る場が必要かと思います。そして、全員で統一したケア

を提供出来れば良いと思います。また、もし、自分だったらどうかという事を常に考えて仕事

をしていきたいと思います。

　分科会では、それぞれ小グループに分かれて施設内研修内容についてカンファレンスを行い

ました。他施設での研修内容は聞く機会がない為、自分が教育委員会という事もあり、職員が

勉強したい項目を自由に取り入れたり、時間に関しても、休憩時間に行ったり、日勤のみで勉

強会を開いたりと様々な意見を聞く事が出来ました。

また、私達のグループでは、全員が看護職員という事もあり、施設内研修内容の他に、身体

拘束について、施設でどのように対策をしているのか話し合いました。

＜研修要旨＞

1、 認知症の理解とケアのあり方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介護老人保健施設　　サンライフ豊寿苑

· はじめに

認知症とは脳に何らかの障害によって、いったん獲得された知的障害（記憶する、時、場

所、人などを認識する、計算するなど）が低下し、日常生活を送る事が困難になる病気であ

る。

1 認知症の原因

· アルツハイマー型認知症

· 血管性認知症

2 認知症の症状

・徘徊、妄想、帰宅願望、暴言・暴力等

3 行動障害（BPSD）基本的対応として

・　その人の立場になって考える。

· その個人に合った対応を検討する。

· 様々な対応の中から適応な対応方法を見つけ、共通の対応方法を試みる。

· 介護者の対応法が認知症高齢者に影響を与える。

4 パーソン・センタード・ケア

その人を中心においたケアである。考えでは、「急がせる」「出来る事をさせない」

「無視する」「もの扱い」等の行為が認知症の方を傷つけていると考え、特に良くない

事として記録されている。

· まとめ

· 本人の思いを敏感に察知する技術

· その人らしさが継続されるケア

· 生活を整える事の大切さを考えたケア

· 本人自身も感じていない部分のケア

· 自由と放置を混合しないケア

↑

　　　　もし、自分だったらどうかという事を常に考えてケアを行う事が大切である。

２、分科会　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1 施設内研修について

　各小グループに分かれてカンファレンスを行いました。

· ひばりの里

1ヶ月に1～2回で、年に14回ほど行っている。

内容として、新人対応、感染症、リハビリについて、また、カルテ等の書式が変わった

　　　　　場合は、その都度勉強会を行っている。全員参加の時や、リハビリの方のみ、介護の方の

　　　　　み等、勉強会によって、集まる方が違う。

　　　　　　時間は17時30分～19時まで。（時間外である。）

· みのり苑

1ヶ月に1～3回で、研修内容はひばりの里とほぼ同様である。

時間内に行っており、休憩時間を利用しており、その日に出勤している職員で勉強会を

行っている。

· ほほえみ苑

2ヶ月に1回、時間外に行っている。（1時間程度）

研修は看護師が主に行っており、内容は自由である。また、視察研修があった場合は、

　　　　　その都度勉強会を行っている。

· 豊寿苑

2ヶ月に1回、時間外に行っている。

研修内容はひばりの里同様である。

新人に対しての指導は、新人1人に対して、職員1人がついて指導する為、新人が集まっ

　　　　　て勉強会を行うという事はない。

2 身体拘束について

他施設でも、身体拘束については、力を入れているとの事で、転倒防止の為に、ひばりの里、

　　　　みのり苑、やすらぎ苑、豊寿苑では、ベットセンサーを取り入れている。また、ひとつの部屋

　　　　のみ、畳部屋を設ける事で、転倒事故が減った。ベッド柵については、南山苑以外は、4点柵

　　　　で、取り外し可能であり、現在柵は2点のみとしている。必要ない方は外している。経管栄養

の方で、以前ミトンを使用していた方は、現在ミトンを外し、その都度ホールに誘導して自己

抜去しない様見ている。

　　　　

































































































